
車場園町まち歩曹マップの折り方

①E家庭のプリンタで両面印刷して頂者ます。

[> [> 

②ガイドライン1<:泊って、マップが畠る面を内側に揖音折にします。

③写真の入った冒とタイトルが合わ古る

ように折り込んで完成です.

*五堀田町散策のお供にご活用下古い。
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私
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品
川u担
任
砂
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、
品
川
卒
、
と
ゑ

-
J
b
宍
民
為
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生
弁
d
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広
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内
・
苛
牛
、
生
乱
す

4
L
h
〕
ひ
ィ
、
一
枚
え
に

往
す
.

行r
玖
'
rl屯
・
ヤ七
.
人
口・六
十
六
十
七
を
有
ヲ

受
む
と
底
物
厚
木
社
.
喝
、
木
材
、
偽
物
、
持

物
、
ア
味
、
故
来
、
薪
由
門
学
反
エ
σ開
等
~
』7

朝
市
催
し
物
予
定

五
周
囲
目脅

す

五
月
一
五
日山菜

ま
つ
り

{
一
月
二O
日

市
神
脊

八
月
一
三
日

五
市

一
O
月
中
旬

ぎ
の
こ
ま
つ
り

一
二
只
=
一
一
日

最
の
市

趨
福
禄
寿
酒
造

-
-
a∞
∞
年
創
業
、
県
内
で
も
有
数
の
歴
史
を
持
つ
酒
造
で

酒
造
・
事
務
所
・
住
宅
は
全
国
登
録
有
形
文
化
財
に
醤
疋

さ
れ
て
い
ま
す
。
酒
造
の
開
放
も
行
っ
て
い
ま
す
。

(
土
・
日
・
祝
は
要
予
約
)

倒
閣荒
要
商
店

A
V創
業
明
治
ピ
年
と
い
う
お
店
。
五
城
目
駄
菓
子
な
ど
も

売
っ
て
い
ま
す
。
店
内
に
併
設
さ
れ
た
ミ
二
資
料
館
に
は
、

現
在
で
は
自
に
す
る
と
と
の
少
な
く
な
っ
た
古
い
道
具
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

@
高
性
寺

.
朝
市
の
守
護
神
で
あ
る
大
市
比
売
命
(
オ
オ
イ
チ
ヒ
メ

ノ
ミ
コ
卜
)
の
神
像
が
把
ら
れ
て
い
ま
す
。
境
内
の
大
ケ
ヤ

キ
は
樹
齢
約
四
O
O
年
と
い
わ
れ
、
町
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

(各地名所解説〕
@
常
演
寺

企
マ
示
⑦
年
に
法
然
上
人
を
宗
祖
と
し
て
開
基
さ
れ
た
、

三
四
七
年
程
の
歴
史
を
有
し
て
い
る
お
寺
で
す
。
本
堂
内

に
は
現
世
の
悪
行
を
裁
く
閤
魔
大
王
や
、
不
動
明
王
、
七

福
神
の
他
に
、
俳
聖
芭
蕉
追
慕
碑
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

@
了
賢
寺

・
=
ハ
四
一
年
に
開
劃
さ
れ
た
お
寺
で
す
。
乙
の
地
域
は

=
ハO
O
年
前
後
か
ら
人
口
が
増
え
始
め
、
お
寺
の
創
建

が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
二
八
七
二
年
に
火
災
焼
失
し
ま

し
た
が
、
一
九
五
二
年
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

@
戸
村
堰

.
佐
竹
氏
が
秋
田
に
入
り
、
新
田
開
発
の
た
め
に
通
し
た

用
水
路
で
す
。
と
の
堰
が
通
っ
た
こ
と
で
馬
場
目
川
下
流

に
田
畑
が
作
ら
れ
、
秋
田
の
石
高
は
上
が
り
ま
し
た
。

画
矢
田
津
世
子
文
学
碑

a
v五
城
目
町
で
生
ま
れ
そ
の
後
東
京
ヘ
上
京
し
、
昭
和

十
一
年
「
神
楽
坂
」
で
一
躍
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
平
成
。
年
に
ご
遺
族
か
ら
資
料
が
寄
贈
さ
れ
、

五
城
館
に
文
学
記
念
会
館
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

@
五
城
目
朝
市
ふ
れ
あ
い
館

A
V朝
市
会
場
に
は
「
五
城
目
朝
市
ふ
れ
あ
い
館
」
が
あ
り
、

多
目
的
ホ
ー
ル
や
会
議
室
、
調
理
室
、
ト
イ
レ
等
を
備
え

朝
市
の
開
催
に
か
か
わ
ら
ず
各
種
会
議
や
展
示
活
動
、

調
理
イ
ベ
ン
ト
等
で
利
用
で
き
ま
す
。
い
つ
で
も
開
放

し
て
お
り
、
休
憩
に
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

@
古
民
家

.
大
正
時
代
か
ら
の
も
の
で
、
今
で
も
オ
ー
ナ
ー
の
手
で

き
れ
い
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

@
五
城
目
朝
市

.
一
四
九
五
年
に
馬
場
目
で
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
市
。

一
五
八
九
年
頃
に
現
在
の
場
所
に
移
り
、
二
・
七
の
着
く
自

に
開
放
さ
て
い
ま
し
た
。
二
・
五
・
七
・
O
の
開
催
に
な
っ
た

の
は
戦
後
の
と
と
で
す
二
九
六
三
年
に
下
町
の
み
の
開

催
に
な
り
ま
し
た
。
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